
 

 

院内感染防止対策指針 

 

１．院内感染対策に関する基本的考え方 

    院内感染の発生を防止するため予防活動の円滑な実施を図り、感染症発生の際に

は、拡大防止のため、その原因の速やかな特定・制圧・終息を図る。また、スタン

ダードプリコーションの観点に基づいた医療行為を実践し、感染経路別予防策を実

施する。 

２．対策のための組織 

     院内感染対策の周知及び防止を図るため、院内の各部門からの代表者で構成する

組織横断的な委員会として、「院内感染防止対策委員会」（以下「委員会」という。）

を設置する。また、その下部組織として、院内の感染対策を円滑に運営するため、

医師、薬剤師、検査技師、看護師、事務職員で構成する「感染対策チーム」（以下

「ICT」という。）を設置する。 

   感染課題の統括組織として、感染制御室を設置し、委員会及び ICT を調整・補佐

し、感染対策を企画・立案・推進するための中核的役割を担う。 

    上記組織の運営等については、「院内感染防止対策委員会設置要綱」「ICT 設置要

綱」「感染管理室設置要綱」で定める。 

３．院内感染対策に関する職員研修 

（１） 院内教育の一環として、職員一人ひとりに感染症全般、労働安全に関する    

教育と実習を行うため、感染防止対策研修会を年 2 回以上開催する。 

（２） 必要に応じ、委託事業者を含めた、個別、部署単位、全職員を対象に研修  

を行う。 

（３） 院外の感染対策を目的とした各種学会、研修会の開催情報を広く周知し、 

参加希望者の参加を支援する。 

 



 

 

４．感染症の発生状況の報告 

    ICT は院内ラウンドを行い、リスク事例の把握と評価、対策、指導を行い、その

内容を委員会に報告する。また委員会は各種報告書により、細菌検査の検出状況等

を把握し、感染症の発生状況を速やかに職員に周知する。 

５．院内感染発生時の対応 

（１） 院内感染が発生した場合、発生部署の職員は直ちに感染制御室に報告する。 

（２） 委員会は必要に応じ臨時委員会を開催し、速やかに発生の原因を究明し、  

二次感染の予防、治療の方針・指示を行う。 

６．患者への情報提供と説明 

本指針は、患者または家族が閲覧できるものとし、疾病の説明とともに、感染防

止の意義および基本手技（手洗い、マスク使用等）についても説明し、理解を得た

上で協力を求める。 

７．病院における院内感染対策の推進 

（１） 職員は、自らが院内感染源とならないため、定期健康診断を年 2回受診し、   

健康管理に留意する。 

（２） 院内感染防止のため、職員は「院内感染防止マニュアル」を遵守する。 

（３） マニュアルは必要に応じて見直し、職員に周知徹底する。 
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